
偏
義
語
考

三
一
四

偏
義
語
考複

合
語
「
多
少
」
を
中
心
に

　
　
　
　
一
　
序

　
中
国
の
市
場
で
は
顧
客
の
「
多
少
銭
？
」
と
い
う
こ
と
ば
が
頻
繁
に
飛
び
交

う
。
「
い
く
ら
（
で
す
）
か
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
中
国
語
を
耳
に
す
る
と

き
も
常
に
漢
字
を
想
い
浮
か
べ
る
習
慣
が
あ
る
の
で
、
そ
の
度
に
唐
の
杜
牧
の

「
春
望
」
の
結
句
「
多
少
棲
蔓
姻
雨
中
」
や
孟
浩
然
の
「
春
暁
」
の
結
句
「
花

落
知
多
少
」
の
「
多
少
」
が
わ
が
脳
裡
を
去
来
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
「
多
少
」
は
勿
論
「
多
」
と
「
少
」
と
で
構
成
さ
れ
た
複
合
語
で
あ
る
。

二
つ
の
語
彙
成
分
「
多
」
と
「
少
」
は
相
互
に
反
義
関
係
を
形
成
す
る
語
で
あ

る
が
、
両
語
が
こ
の
よ
う
に
並
列
的
に
結
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
並
列
反
義

複
合
語
を
形
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
複
合
語
「
多
少
」
は
、
中
国
語
に

お
い
て
す
で
に

　
Ａ
多
い
と
少
な
い
。
多
寡
。
　
　
　
　
一
両
義
包
含
並
列
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
　
　
村
　
　
文
　
　
郎

　
Ｂ
多
い
。
た
く
さ
ん
。
お
び
た
だ
し
い
。
一
前
項
偏
義
一

　
Ｃ
　
少
な
い
。
少
し
。
　
　
　
　
　
　
　
　
一
後
項
偏
義
一

　
Ｄ
　
い
く
ば
く
。
ど
れ
ほ
ど
。
　
　
　
　
　
＝
義
選
択
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

な
ど
の
語
義
を
有
し
て
い
て
、
多
義
化
し
て
い
た
こ
と
が
辞
典
等
の
記
述
に
よ

り
確
認
で
き
る
。

　
小
論
は
、
主
と
し
て
漢
語
「
多
少
」
を
対
象
に
し
つ
つ
、
こ
の
よ
う
な
複
合

語
の
語
義
の
変
動
を
調
べ
、
複
合
語
に
お
け
る
成
分
の
記
号
値
に
つ
い
て
考
察

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
　
　
　
二
　
近
世
ま
で
の
「
多
少
」
の
用
例
と
語
義

　
前
章
に
お
い
て
挙
げ
た
「
多
少
」
は
、
わ
が
国
で
は
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ

て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
先
ず
近
世
ま
で
の
用
例
に
っ
い
て
概
観
し
よ
う
。



近
世
ま
で
の
代
表
例

１２３４５６７８９
１
０１１２１

１
３

多
少
交
情
見
；
日
（
菅
家
文
草
　
巻
第
二
－
一
一
〇
）

　
我
情
多
少
與
誰
談
（
同
　
巻
第
四
－
二
五
一
）

　
便
留
多
少
附
公
文
一
同
　
巻
第
四
－
二
六
四
）

　
多
少
春
情
誰
爲
惜
（
同
　
巻
第
五
－
三
四
四
）

　
竹
葉
撃
多
少
　
　
　
（
同
　
巻
第
五
－
四
〇
五
）

　
文
章
多
少
被
人
抄
（
同
　
巻
第
五
－
四
二
一
）

　
艶
陽
多
少
莫
空
移
（
同
　
巻
第
六
－
四
三
〇
）

　
佛
ノ
宣
ハ
ク
、
「
此
ノ
事
、
願
フ
事
元
け
。
女
人
…
警
ハ
人
ノ
家
二
多
少
ノ
男
子
ヲ

生
“
ル
此
”
以
テ
家
ノ
榮
ト
ス
。
…
：
・
」
（
今
昔
物
語
集
　
巻
一
第
十
九
）

　
主
司
誉
テ
云
ク
『
善
ヲ
モ
悪
ヲ
モ
皆
録
セ
り
。
但
ノ
、
善
悪
ノ
多
少
ヲ
計
ル
ニ
、
若
ノ
、

善
多
ク
罪
少
叫
ヲ
先
ヅ
福
ヲ
可
受
シ
、
罪
多
ク
善
少
叫
ヲ
先
ヅ
罪
ヲ
可
受
シ
。
…
』

（
同
　
巻
九
第
廿
八
）

　
然
レ
ハ
、
乞
食
ヲ
見
テ
一
、
喜
テ
多
少
ヲ
不
嫌
ス
、
怠
テ
物
ヲ
可
施
ノ
。
（
同
　
巻

二
十
第
廿
六
）

　
和
尚
こ
の
山
に
住
し
て
よ
り
こ
の
か
た
多
少
時
也
。
（
正
法
眼
蔵
）

　
但
か
け
あ
ひ
の
い
く
さ
は
勢
の
多
少
に
よ
る
事
也
。
（
平
家
物
語
　
巻

第
七
　
願
書
）

　
向
ノ
明
神
ヲ
南
へ
打
過
サ
セ
給
ノ
ン
ト
ス
ル
慮
二
、
物
集
女
ノ
前
西
ノ

岡
二
當
テ
、
馬
煙
彩
シ
ク
立
テ
、
勢
ノ
多
少
ハ
未
け
見
、
旗
二
一
二
十
流
翻

　
　
　
偏
義
語
考

　
テ
、
小
松
原
ヨ
リ
懸
出
タ
リ
。
（
太
平
記
　
巻
第
二
十
九
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

ー
４
　
四
気
お
り
お
り
、
日
夜
・
朝
暮
貴
賎
、
群
集
の
他
少
、
広
座
・
小
座
の

　
当
気
に
よ
り
て
、
…
（
拾
玉
得
花
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

１
５
　
あ
る
時
、
ま
た
シ
ャ
ン
ト
エ
ソ
ポ
に
「
風
呂
に
行
い
て
人
の
多
少
を
見

　
て
来
い
」
と
や
ら
る
れ
ば
、
…
（
キ
リ
シ
タ
ン
版
エ
ソ
ポ
の
ハ
ブ
ラ
ス
蝸

　
張
）

１
６
　
↓
臼
メ
ひ
．
、
ぺ
山
寸
（
帖
、
）
く
◎
自
◎
一
〇
。
目
ｏ
目
目
巴
．
（
“
ぐ
！
　
冷
吋
－
）
峨

　
－
か
ｓ
庁
｝
吋
－
か
ｓ
∴
針
か
ぐ
二
汁
帖
蝉
庁
、
蝉
庁
．
（
菖
労
口
謝

　
事
珊
）

　
右
に
挙
げ
た
十
世
紀
初
頭
の
『
菅
家
文
草
』
か
ら
十
七
世
紀
初
頭
の
『
日
葡

辞
書
』
ま
で
の
十
六
例
を
検
す
る
に
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
前
記
語
義
Ａ
の
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
多
く
、
語
義
Ｂ
Ｃ
Ｄ
の
例
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
相
対

的
に
少
な
い
。

　
語
義
Ａ
に
属
す
る
例
　
　
９
ｕ
１
２
１
３
１
４
１
５
１
６

　
語
義
Ｂ
に
属
す
る
例
　
　
１
８

　
語
義
Ｃ
に
属
す
る
例
　
　
３
６
７

　
語
義
Ｄ
に
属
す
る
例
　
　
２
４
５
１
０

　
近
世
ま
で
の
用
例
の
約
半
数
が
Ａ
の
語
義
と
し
て
、
残
り
が
Ｂ
Ｃ
Ｄ
の
語
義

と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
語
義
Ｃ
と
Ｄ
に
属
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
五



　
　
　
　
　
偏
義
語
考

と
し
た
例
に
っ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
判
断
を
行
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
前
記
用

例
の
う
ち
一
見
し
た
と
こ
ろ
「
い
く
ら
か
」
「
い
く
ら
か
は
」
と
解
さ
れ
る
場

合
、
そ
れ
が
不
定
数
や
不
定
量
を
指
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
例
は
Ｄ
に
属
す

る
と
し
た
が
、
純
粋
な
不
定
の
指
示
で
は
な
く
「
少
し
」
「
少
し
は
」
を
含
意

す
る
と
判
断
さ
れ
る
例
は
Ｃ
に
属
す
る
と
し
た
。
語
義
Ｃ
に
属
す
る
三
例
が
悉

く
『
菅
家
文
草
』
の
使
用
例
で
あ
る
と
い
う
事
実
は
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る

か
も
知
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
近
世
ま
で
の
「
多
少
」
は
ま
だ
こ
の
語

の
本
来
的
な
語
義
Ａ
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で

あ
ろ
う
。

　
　
　
　
三
　
近
代
に
お
け
る
「
多
少
」
の
用
例
と
語
義

　
近
代
に
お
け
る
代
表
例

　
１
７
　
↓
芸
雪
一
、
命
メ
“
＞
（
９
Ｌ
§
沖
ミ
§
シ
ミ
ｓ
ミ
ミ
青
§
１
昌

　
　
訂
訂
考
胃
巴
ド
§
§
ミ
“
ミ
§
“
へ
事
§
§
ｓ
ミ
ミ
青
§
（
和
英
語
林
集
成

　
　
初
版
）

　
１
８
　
預
め
之
を
計
て
其
多
少
を
知
る
可
し
。
（
文
明
論
之
概
略
）

　
１
９
　
僕
ア
こ
れ
ま
で
多
少
人
情
を
解
し
て
居
る
か
ら
、
君
の
心
中
を
察
す
る

　
　
ヨ
。
（
当
世
書
生
気
質
）

　
２
０
　
多
少
の
難
苦
は
…
（
浮
雲
）

　
　
　
　
シ
ヨ

　
２
１
　
た
－
せ
う
（
名
）
多
少
　
多
キ
ト
少
キ
ト
。
（
言
海
）

２２３２
２
４

２
５６２７２８２９２０３１３２３３３４３５３６３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
ニ
ハ

　
　
シ
ヨ

　
た
－
せ
う
（
副
）
多
少
　
幾
何
カ
。
イ
ク
ラ
カ
。
（
言
海
）

　
た
・
せ
う
《
第
ニ
シ
ヨ
　
合
》
（
…
）
名
。
一
（
多
少
）
一
漢
語
。
多
寡
。

（
日
本
大
辞
書
）

　
た
・
せ
う
（
・
…
》
（
全
平
）
副
。
一
（
：
：
）
一
漢
語
。
イ
ク
ラ
カ
。
（
日
本

大
辞
書
）

　
た
せ
う
　
ナ
。
多
少
。
お
ほ
き
　
と
　
す
く
な
き
　
と
。
（
日
本
大
鮮

林
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
そ

　
散
士
が
多
少
心
血
の
溝
ぎ
し
所
（
佳
人
之
奇
遇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
だ

　
…
…
多
少
に
立
腹
す
る
の
み
か
、
時
と
し
て
は
讐
を
報
い
ん
と
す
る
者

あ
る
べ
し
。
（
福
翁
百
話
）

　
吾
輩
は
新
年
来
多
少
有
名
に
な
つ
た
の
で
（
吾
輩
は
猫
で
あ
る
）

　
待
遇
の
事
も
多
少
は
ど
う
に
か
な
る
だ
ろ
う
と
（
坊
っ
ち
や
ん
）

　
多
少
の
嫌
も
あ
る
芸
人
付
合
を
し
な
く
て
も
、
（
半
日
）

　
わ
づ
か
一
綾
一
（
副
）
（
少
し
ば
か
り
）
…
細
少
訂
…
僅
少
討
…
多
少
タ

枇
…
（
日
本
類
語
大
辞
典
）

　
此
引
越
に
も
多
少
の
面
倒
が
附
き
纏
っ
た
。
（
雁
）

　
銭
の
多
少
に
は
關
せ
な
い
。
（
高
瀬
舟
）

　
津
田
は
多
少
の
好
奇
心
を
も
っ
て
、
そ
れ
を
待
ち
受
け
た
。
（
明
暗
）

　
尤
も
多
少
細
か
い
所
は
間
違
っ
て
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
（
河
童
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
か
ん

　
問
　
君
の
交
友
の
多
少
は
如
何
？
（
河
童
）



　
３
７
　
多
少
の
図
々
し
さ
を
装
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
。
一
人
間
失

　
　
格
）

　
近
代
に
お
け
る
「
多
少
」
の
用
例
を
吟
味
す
る
と
、
１
７
か
ら
３
７
ま
で
の
二
十

一
例
か
ら
知
れ
る
如
く
、
分
布
上
著
し
い
差
が
見
ら
れ
は
す
る
が
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ

の
四
語
義
の
す
べ
て
の
例
が
存
す
る
。

　
語
義
Ａ
に
属
す
る
例
　
　
１
７
１
８
２
１
２
３
２
５
３
３
３
６

　
語
義
Ｂ
に
属
す
る
例
　
　
２
７

　
語
義
Ｃ
に
属
す
る
例
　
　
１
９
２
０
２
６
２
８
２
９
３
０
３
１
３
２
３
４
３
５
３
７

　
語
義
Ｄ
に
属
す
る
例
　
　
２
２
２
４

　
用
例
の
１
７
２
１
２
３
２
５
は
い
ず
れ
も
辞
書
の
記
載
例
で
あ
る
が
、
そ
ろ
っ
て
語
義

Ａ
の
例
と
な
る
。
な
お
、
２
２
と
２
４
は
と
も
に
語
義
Ｄ
に
相
当
す
る
副
詞
を
別
項

と
し
て
独
立
の
見
出
し
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
残
り
十
五
例
の
う
ち
、
１
８
３
３
３
６

の
三
例
が
辞
書
以
外
の
語
義
Ａ
の
例
で
、
２
７
が
語
義
Ｂ
の
唯
一
の
例
と
な
る
。

残
余
の
十
一
例
は
す
べ
て
語
義
Ｃ
の
例
と
考
え
ら
れ
る
。
前
章
に
お
い
て
す
で

に
言
及
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
Ｃ
と
解
さ
れ
る
も
の
は
個
々
の
文
脈
に
お
い

て
は
Ｄ
と
も
解
し
え
る
も
の
が
多
い
。
例
え
ば
、
１
９
の
「
多
少
人
情
を
解
し
て

居
る
」
の
「
多
少
」
は
、
元
来
「
い
く
ら
か
一
は
一
」
で
あ
っ
た
も
の
が
「
少

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３

し
（
は
一
」
と
い
う
意
味
に
変
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
語
義
Ｃ
の
例
と
さ
れ
る
も
の
は
、
近
代
の
用
例
と

し
て
は
前
記
の
十
一
例
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
ほ

　
　
　
　
偏
義
語
考

ど
で
あ
る
。
例
え
ば
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
の
十
九
例
、
『
明
暗
』
の
三
十
二

例
、
『
青
年
』
の
七
例
、
『
ヰ
タ
・
セ
ク
ス
ア
リ
ス
』
の
五
例
、
『
澁
江
抽
齋
』

の
七
例
、
『
人
問
失
格
』
の
六
例
の
す
べ
て
が
語
義
Ｃ
の
用
例
で
あ
り
、
『
河

童
』
の
八
例
中
の
七
例
も
ま
た
Ｃ
に
属
す
る
。
そ
の
他
の
作
品
の
例
も
前
記
３
３

及
び
３
６
を
除
く
と
、
同
じ
く
Ｃ
に
分
類
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
調
査
は
無
論
悉
皆
調
査
で
は
な
い
の
で
、
断
定
は
さ
し
ひ
か
え
る
べ

き
で
あ
る
が
、
近
代
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
確
か
に
近
世
ま
で
の
状
況

と
は
著
し
く
趣
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
『
和
英
語
林
集
成
初
版
』
は

「
多
少
」
に
関
し
て
は
『
日
葡
辞
書
』
の
記
述
を
襲
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
『
言

海
』
と
『
日
本
大
辞
書
』
は
前
述
の
如
く
副
詞
と
し
て
の
「
多
少
」
を
立
項
し

て
い
て
、
近
代
辞
書
と
し
て
の
分
析
的
な
編
輯
を
進
め
て
い
る
。
こ
の
点
、
現

代
の
辞
書
の
大
半
が
副
詞
用
法
を
別
項
と
し
な
い
の
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
と

こ
ろ
で
、
『
言
海
』
や
『
日
本
大
辞
書
』
が
語
義
Ｃ
を
挙
げ
な
か
っ
た
の
は
な

ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
副
詞
「
イ
ク
ラ
カ
」
の
語
義
に
Ｃ
の
語
義
が
包
含
さ
れ
て
い

る
の
か
、
は
た
ま
た
Ｃ
の
語
義
が
当
時
ま
だ
積
極
的
に
意
識
せ
ら
れ
る
状
況
で

は
な
か
っ
た
の
か
不
明
で
あ
る
。
後
者
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
明
治

前
期
の
作
品
の
例
に
つ
い
て
は
再
考
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
辞

書
の
場
合
、
執
筆
・
編
輯
・
出
版
と
い
う
段
階
を
経
過
す
る
た
め
に
、
一
般
の

文
章
と
は
異
な
り
、
五
乃
至
十
年
の
旧
態
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
さ

ら
に
亀
鑑
と
し
て
の
規
範
性
に
拘
束
さ
れ
て
新
語
・
新
義
・
新
用
法
の
載
録
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
七



　
　
　
　
偏
義
語
考

消
極
的
に
な
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
の
二
点
を
承
知
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
こ

こ
で
注
意
す
べ
き
は
『
和
英
語
林
集
成
　
第
三
版
』
（
一
八
八
六
年
刊
）
が
、

初
版
の
記
載
事
項
に
追
加
し
て
、
「
ａ
計
一
－
昌
着
昌
昌
、
、
と
記
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
第
三
版
に
追
記
さ
れ
た
二
項
の
う
ち
、
前
項
の
方
は
明
ら
か
に

「
多
少
」
が
副
詞
化
し
て
い
る
と
い
う
判
断
の
根
拠
に
な
し
え
る
も
の
で
あ
ろ

う
。
こ
こ
に
、
副
詞
化
へ
の
過
程
を
考
え
る
な
ら
ば
、
名
詞
「
多
少
」
は
先
ず

第
一
段
階
と
し
て
「
多
少
な
り
と
も
」
の
如
き
副
詞
句
を
構
成
し
、
第
二
段
階

と
し
て
こ
れ
が
「
多
少
と
も
」
に
凝
縮
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
多
少
な
り

と
も
」
や
「
多
少
と
も
」
に
含
ま
れ
る
「
多
少
」
は
、
論
理
的
に
も
実
質
的
に

も
消
極
的
な
「
少
」
の
み
を
指
す
結
果
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
副
詞
句
の

中
の
「
多
少
」
の
語
義
は
、
も
は
や
語
義
Ｄ
の
「
幾
何
か
・
若
干
」
と
は
距
離

を
生
じ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
「
多
少
な
り
と
も
」

「
多
少
と
も
」
と
い
う
句
が
簡
略
化
さ
れ
て
単
な
る
「
多
少
」
と
い
う
形
だ
け

で
、
副
詞
句
と
等
価
的
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
単
独
で
述
語
に
か
か
る

副
用
語
に
転
じ
た
の
が
第
三
段
階
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
変
化
は
、

　
「
多
少
な
り
と
も
」
↓
「
多
少
と
も
」
↓
「
多
少
」

と
い
う
形
態
の
変
化
に
対
応
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
「
多
少
は
」

は
右
の
第
三
段
階
の
副
詞
化
し
た
「
多
少
」
の
語
義
を
限
定
す
る
た
め
に
助
詞

「
は
」
を
伴
っ
た
形
と
し
て
定
着
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
用
例
３
１
は
一
九
〇

九
（
明
治
４
２
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
日
本
類
語
大
辞
典
』
の
記
述
で
あ
る
。
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
八

出
し
語
「
わ
づ
か
」
（
副
）
の
語
義
注
に
（
少
し
ば
か
り
）
と
あ
り
、
類
語
群

の
中
に
「
多
少
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
て
、
明
治
末
年
に
は
「
多
少
」
が
ひ
ろ
く

語
義
Ｃ
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
の
証
左
と
な
る
。
前
記
の
辞
書
以
外
の

用
例
の
語
義
に
っ
い
て
、
Ｃ
と
判
断
し
た
の
は
以
上
の
理
由
に
よ
る
。

　
語
義
Ａ
に
属
す
る
１
８
３
３
３
６
の
三
例
は
、
「
○
○
ノ
多
少
」
に
続
く
句
が
「
ヲ

知
ル
」
「
二
関
ス
ル
」
「
ハ
如
何
」
な
ど
で
あ
り
、
「
多
少
」
を
受
け
る
も
の
が
通

例
格
助
詞
で
あ
る
か
ら
、
形
式
上
も
名
詞
で
あ
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
が
、
近

代
の
用
例
の
分
布
は
こ
の
語
が
多
か
れ
少
な
か
れ
硬
い
漢
文
訓
読
風
の
部
分
に

お
い
て
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
て
、
原
姿
・
本
義
の
も
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

漢
語
と
し
て
の
位
相
を
濃
厚
に
反
映
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
一
方
、
語
義
Ｃ
に
属
す
る
用
例
は
、
「
多
少
ノ
十
名
詞
」
が
最
も
多
く
、
「
多

少
十
形
容
詞
・
形
容
動
詞
」
や
「
多
少
…
十
格
助
詞
十
動
詞
（
ア
ル
・
解
ス
ル

な
ど
）
」
は
相
対
的
に
少
な
い
。

　
　
　
　
四
　
偏
義
語
の
条
件
と
そ
の
性
質

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
『
中
国
垣
言
学
大
辞
典
』
は
「
偏
又
夏
洞
」
（
旧
称
「
偏
又
対
挙
字
」
）
と
い

う
項
目
を
挙
げ
、
「
丙
↑
相
反
、
相
対
或
相
近
、
相
美
洞
素
組
成
、
只
取
其
中

一
介
洞
素
又
作
カ
洞
又
的
夏
合
洞
。
」
と
説
明
し
て
い
る
。
二
個
の
反
義
、
ま

た
は
対
義
、
ま
た
は
類
義
の
相
関
形
態
素
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
複
合
語
で
、

成
分
の
中
の
た
だ
一
個
の
形
態
素
の
意
味
だ
け
で
語
義
が
成
り
立
っ
て
い
る
複



合
語
で
あ
る
。
同
辞
典
は
「
壌
急
」
一
叉
偏
急
）
、
「
宙
戸
」
（
叉
偏
箇
）
な
ど
の

語
例
を
挙
げ
て
い
る
。
前
章
ま
で
に
お
い
て
考
察
し
て
き
た
「
多
少
」
は
こ
の

辞
典
の
い
う
偏
義
複
合
語
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

任
学
良
著
『
汲
活
造
洞
法
』
は
こ
の
よ
う
な
偏
義
語
を
次
の
よ
う
に
品
詞
別

に
し
て
挙
げ
て
い
る
。
（
傍
圏
点
は
虚
義
化
し
た
成
分
を
示
す
）

　
〔
名
詞
〕
　
兄
弟
　
国
家
　
人
物
　
箇
戸
贋
量
　
狐
狸
舟
構
　
恩
怨

　
　
　
　
　
　
　
○
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ
　
　
　
　
　
　
　
○

　
〔
動
詞
〕
　
忘
洞
　
死
活
　
萬
合

　
　
　
　
　
　
○
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ

　
〔
形
容
詞
〕
　
甘
苦
　
好
ダ
　
是
非
　
漿
急
　
悲
欧

　
　
　
　
　
　
　
○

　
〔
副
詞
〕
　
好
不

同
書
は
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
説
明
を
加
え
て
い
る
。

　
　
こ
の
類
の
並
列
構
造
は
、
二
個
の
成
分
（
反
義
成
分
が
多
く
を
占
め
る
）

　
の
並
列
に
よ
っ
て
一
個
の
成
分
の
語
義
を
消
失
せ
し
め
、
い
わ
ゆ
る
「
偏
義

洞
」
を
造
っ
て
い
る
。
上
例
す
べ
て
が
こ
の
例
で
あ
る
。
語
義
を
消
失
し
た

方
の
成
分
は
、
た
だ
引
き
立
て
作
用
を
有
す
る
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
語
に

　
よ
っ
て
は
こ
の
引
き
立
て
作
用
を
も
つ
随
伴
成
分
を
切
り
離
す
こ
と
は
で
き

な
い
。
例
え
ば
、
「
蟹
急
」
で
は
「
嚢
」
が
な
け
れ
ば
容
易
に
は
「
急
」
の

語
義
を
際
立
た
せ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
や
は
り
こ
の
引
き
立
て
成
分
が
必
須

　
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
注
意
す
べ
き
は
、
語
に
よ
っ
て
は
そ
の
語

義
が
複
雑
で
、
結
合
形
式
は
た
だ
一
っ
に
は
と
ど
ま
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
例
え
ば
、
「
是
非
」
は
二
種
の
構
造
を
も
っ
て
い
て
、
そ
の
一
つ
は

　
　
　
　
偏
義
語
考

　
反
義
並
列
で
、
他
の
一
つ
は
偏
義
語
で
あ
る
。
ま
た
、
「
好
ダ
」
も
二
種
の

　
構
造
を
有
し
て
い
て
、
反
義
並
列
と
偏
義
語
の
二
者
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

　
見
て
く
る
と
、
語
義
は
複
雑
な
も
の
で
、
語
構
造
も
そ
れ
に
応
じ
て
複
雑
な

　
も
の
で
あ
る
。
一
語
多
義
が
あ
り
、
ま
た
一
語
多
構
造
も
あ
っ
て
、
簡
単
に

　
処
理
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
こ
こ
で
「
偏
義
語
」
に
つ
い
て
定
義
を
与
え
る
こ
と
に
し
よ
う
。
『
中
国
活

言
学
大
辞
典
』
の
説
明
を
整
理
す
る
と
、
次
の
三
点
が
条
件
と
な
る
。

　
山
　
二
個
の
形
態
素
の
結
合
に
よ
る
複
合
語
で
あ
る
こ
と

　
似
　
成
分
で
あ
る
形
態
素
の
語
義
的
な
関
係
が
反
義
・
対
義
・
類
義
の
い
ず

　
　
れ
か
で
あ
る
こ
と

　
閉
　
成
分
の
う
ち
の
一
個
の
形
態
素
の
み
で
複
合
語
の
語
義
が
成
り
立
っ
て

　
　
い
る
こ
と

　
『
汲
涌
造
洞
法
』
は
、
こ
れ
に
加
え
て
、

　
閉
　
並
列
構
造
で
あ
る
こ
と

を
挙
げ
て
い
る
。
以
上
の
四
点
の
条
件
を
充
た
す
も
の
が
狭
義
の
「
偏
義
語
」

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
『
汲
据
造
洞
法
』
は
先
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
「
偏
義

語
」
に
つ
い
て
柔
軟
な
捉
え
方
を
示
し
て
い
る
。
ま
ず
第
一
に
虚
義
化
し
た
成

分
を
不
要
部
分
と
す
る
の
で
な
く
、
語
義
の
引
き
立
て
役
と
し
て
の
機
能
を
認

め
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
「
偏
義
語
」
を
生
み
出
す
構
造
が
単
純
で
な
い
こ
と

を
述
べ
て
い
る
こ
と
、
第
三
に
同
一
の
複
合
形
式
が
二
種
以
上
の
内
部
構
造
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
九



　
　
　
　
　
偏
義
語
考

有
し
え
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
態
度
に
慎

重
さ
が
認
め
ら
れ
る
。
小
論
が
論
じ
て
き
た
「
多
少
」
は
、
『
奴
括
造
洞
法
』

の
挙
げ
た
中
国
語
の
「
是
非
」
や
「
好
ダ
」
に
関
す
る
説
明
が
そ
の
ま
ま
適
用

で
き
る
複
合
語
で
あ
る
。

　
右
の
よ
う
な
並
列
反
義
複
合
語
は
、
語
彙
成
分
で
あ
る
甲
と
乙
と
の
結
合
に

よ
っ
て
、
原
義
と
査
言
う
べ
き
両
義
包
含
並
列
の
「
甲
ト
乙
（
ト
）
」
と
い
う

語
義
（
Ａ
）
の
ほ
か
に
、
一
義
選
択
の
「
甲
カ
乙
（
カ
）
」
と
い
う
語
義
（
Ｄ
）
、

前
項
偏
義
の
「
甲
」
と
い
う
語
義
（
Ｂ
）
、
後
項
偏
義
の
「
乙
」
と
い
う
語
義

（
Ｃ
）
な
ど
に
分
化
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
「
多
少
」
は
そ
の
す
べ
て
の
語
義
を

有
す
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
複
合
語
「
多
少
」
の
み
を
観
察
す
る
と
き
は
、

並
列
義
の
生
き
て
い
る
中
立
的
な
Ａ
Ｄ
と
一
義
に
偏
し
た
Ｂ
Ｃ
に
つ
い
て
、

　
　
　
Ａ
Ｉ
ｖ
Ｄ
ｌ
ｖ
Ｃ

　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
Ｂ

の
よ
う
な
語
義
の
推
移
の
過
程
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
偏
義
語
一
般
を
観

察
す
る
と
き
は
、

　
　
　
Ａ
－
ｖ
Ｂ

　
　
　
　
〃
・

　
　
　
　
　
Ｄ

の
如
く
、
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
推
移
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
和
語
の
方
で
反
義
ま
た
は
対
義
ま
た
は
類
義
の
並
列
複
合
語
は

三
二
〇

ど
う
い
う
状
況
に
あ
る
だ
ろ
う
か
。

　
名
詞
　
や
ま
か
わ
　
ち
ち
は
は
　
お
や
こ
　
つ
み
と
が
　
め
お
と
（
、
、
、
ヨ
ウ

　
　
　
　
ト
）
あ
さ
ゆ
う
　
っ
き
ひ
　
う
ら
お
も
て
　
て
あ
し
く
さ
き

　
　
　
　
お
ひ
れ
　
い
え
や
し
き
　
え
だ
は

　
動
詞
　
ゆ
き
き
　
や
り
と
り
　
あ
げ
さ
げ
　
で
い
り
　
い
き
し
に
　
の
み
く

　
　
　
　
い
　
う
り
か
い
　
は
や
り
す
た
り
　
か
ち
ま
け
　
き
れ
つ
づ
き
　
だ

　
　
　
　
し
い
れ
　
た
ち
い

　
形
容
詞
　
た
か
ひ
く
　
よ
し
あ
し
　
し
ろ
く
ろ

　
そ
の
他
　
あ
り
な
し
　
で
ず
い
ら
ず

　
以
上
は
そ
の
一
部
で
あ
る
が
、
漢
語
に
比
べ
る
と
明
ら
か
に
少
な
い
こ
と
が

わ
か
る
。
以
上
の
和
語
の
中
に
、
漢
語
「
国
家
」
や
「
多
少
」
の
よ
う
に
偏
義

化
し
た
例
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
語
彙
成
分
の
単
純
な
和
と
は
言

え
な
い
語
義
を
も
っ
に
至
っ
た
例
を
い
く
っ
か
指
摘
し
え
る
だ
け
で
あ
る
。
例

え
ば
、
「
時
問
」
を
指
す
「
っ
き
ひ
」
や
「
植
物
」
を
指
す
「
く
さ
き
」
な
ど

で
あ
る
。
漢
語
の
「
高
低
」
「
大
小
」
「
広
狭
」
「
深
浅
」
「
長
短
」
「
強
弱
」
に

は
、
む
し
ろ
和
語
の
「
高
さ
」
「
大
き
さ
」
「
広
さ
」
「
深
さ
」
「
長
さ
」
「
強
さ
」

の
よ
う
な
形
容
詞
転
成
名
詞
が
対
応
す
る
が
、
両
群
は
語
義
の
中
立
性
に
お
い

て
も
、
造
語
力
の
生
産
性
に
お
い
て
も
共
通
点
を
も
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
語

義
Ｂ
の
場
合
は
、
「
高
み
」
「
深
み
」
な
ど
の
積
極
性
指
示
の
名
詞
が
符
合
す
る

か
と
考
え
ら
れ
る
が
、
制
約
が
大
き
く
語
数
に
限
り
が
あ
る
。
語
義
Ｃ
及
び
Ｄ



に
つ
い
て
は
、
和
語
の
中
に
類
似
の
形
式
や
機
能
を
見
出
す
こ
と
は
容
易
で
な

い
。　

要
約
す
る
と
、
一
甲
十
乙
一
と
い
う
並
列
複
合
の
形
式
で
、
語
義
が
Ｂ
Ｃ
Ｄ

に
推
移
し
た
和
語
の
例
は
発
見
し
に
く
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

五
　
偏
義
語
の
発
生
と
そ
の
種
類

　
中
国
の
研
究
書
に
お
い
て
「
偏
又
洞
」
と
さ
れ
る
も
の
は
、
以
上
に
挙
げ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
○
　
　
　
　
　
Ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ
　
　
　
　
　
　
　
○
　
　
　
　
　
　
　
　
○

も
の
以
外
に
も
「
妻
子
」
「
君
子
」
「
子
弟
」
「
父
兄
」
「
動
静
」
な
ど
が
あ
る
。

一
見
し
て
、
成
分
と
し
て
は
名
詞
が
多
く
、
ま
た
複
合
語
と
し
て
も
名
詞
が
多

い
こ
と
が
わ
か
る
。
だ
が
、
こ
れ
ら
の
総
数
は
二
十
を
わ
ず
か
に
出
る
の
み
で
、

極
端
に
少
な
い
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
「
国
家
」
「
人
物
」
「
箇
戸
」
な
ど
は
、
現
代
中
国
語
で
は
そ
れ

ぞ
れ
「
国
」
「
人
」
「
窓
」
以
外
の
語
義
を
も
た
な
い
単
義
語
で
あ
っ
て
、
「
漿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｚ

急
」
「
多
少
」
「
妻
子
」
な
ど
が
複
数
の
語
義
を
も
っ
多
義
語
で
あ
る
の
と
は
対

照
的
で
あ
る
。
前
者
は
、
語
義
Ｂ
ま
た
は
Ｃ
の
み
を
有
し
、
少
な
く
と
も
今
日

で
は
語
義
Ａ
を
も
た
な
い
。
成
分
と
し
て
は
一
甲
ト
乙
一
ト
一
一
で
あ
っ
て
も
、

語
義
的
に
は
偏
義
で
あ
っ
て
、
並
列
構
造
で
は
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
後
者

は
、
形
態
ど
お
り
語
義
と
し
て
も
本
来
Ａ
で
あ
っ
て
、
Ａ
と
し
て
の
用
法
の
多

様
化
に
伴
っ
て
、
語
義
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
が
発
生
し
偏
義
語
が
生
ま
れ
た
も
の
で
あ

っ
て
、
本
来
の
語
義
Ａ
と
転
義
ま
た
は
派
生
義
で
あ
る
Ａ
以
外
と
が
共
存
し
て

　
　
　
　
　
偏
義
語
考

い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
二
十
数
例
の
大
半
が
こ
の
後
者
に
属
す
る
の
は
、
発

生
の
経
緯
を
考
え
る
と
き
は
至
極
自
然
な
こ
と
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
で
あ

ろ
う
。

　
第
四
章
に
お
い
て
考
察
し
た
如
く
、
並
列
複
合
語
の
語
義
は
、
本
来
そ
の
成

分
の
語
義
の
和
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
原
理
的
に
は
す
べ

て
の
偏
義
語
は
、
本
来
中
立
性
の
、
偏
義
な
ら
ざ
る
語
義
Ａ
を
有
し
て
い
た
は

ず
で
あ
る
が
、
中
に
こ
れ
を
欠
く
も
の
が
あ
る
の
は
、
通
時
的
変
化
の
過
程
で

語
義
Ａ
が
見
え
に
く
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
複

合
語
「
国
家
」
は
現
在
「
家
」
が
虚
義
化
し
て
も
っ
ぱ
ら
「
国
」
に
偏
し
て
い

る
と
共
時
的
に
は
捉
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
も
と
も
と
成
分
「
家
」
に
「
都

　
　
　
　
　
至
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亘

城
。
ま
た
、
国
」
あ
る
い
は
「
卿
大
夫
（
貴
族
の
官
人
）
の
領
地
」
と
い
う
字

義
が
あ
っ
た
か
ら
、
複
合
語
「
国
家
」
は
元
来
類
義
ま
た
は
対
義
の
並
列
構
造

の
語
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
中
国
語
学
の
研
究
書
に
お
い
て
、
「
偏
又
洞
」
と
す
る
も
の
の
う
ち
、
前
記

「
国
家
」
な
ど
の
類
と
「
漿
急
」
な
ど
の
類
と
は
、
、
現
代
で
は
も
っ
ぱ
ら
の
偏

義
語
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
点
で
同
一
視
で
き
な
い
面
が
あ
る
。
そ
こ
で
「
国

家
」
な
ど
の
類
を
「
絶
対
偏
義
語
」
、
「
壌
急
」
な
ど
の
類
を
「
相
対
偏
義
語
」

と
称
し
て
区
別
す
る
の
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
小
論
に
お
い
て
論
じ
て
き
た
「
多
少
」
は
も
ち
ろ
ん
相
対
偏
義
語
に
分
類
さ

れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
語
義
Ａ
の
ほ
か
に
Ｂ
Ｃ
Ｄ
を
有
し
て
い
る
、
も
っ
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
一



　
　
　
　
　
偏
義
語
考

典
型
的
な
偏
義
語
で
あ
る
。
通
時
的
に
観
察
す
る
と
「
多
少
」
は
日
本
語
の
中

で
、
Ａ
か
ら
Ｄ
を
経
て
Ｃ
に
用
法
の
中
心
が
推
移
し
て
き
た
こ
と
が
明
ら
か
で

あ
る
。

六

結

小
論
で
は
主
に
「
多
少
」
の
語
義
・
用
法
の
変
遷
を
追
究
し
つ
つ
、
「
偏
義

語
」
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
言
語
記
号
の
値
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
虚
義
化
ま

た
は
陪
襯
化
は
も
っ
と
広
く
解
釈
さ
れ
る
べ
き
こ
と
か
も
知
れ
な
い
。
和
語
の

　
　
　
　
　
　
Ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ

中
に
は
「
く
も
ゐ
」
「
つ
く
よ
」
の
よ
う
な
複
合
語
が
あ
り
、
混
種
語
の
中
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ
　
Ｏ
　
Ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ
　
Ｏ
　
Ｏ

は
「
面
倒
だ
」
「
邪
魔
だ
」
に
対
す
る
「
面
倒
く
さ
い
」
「
邪
魔
く
さ
い
」
の
よ

う
な
派
生
語
が
あ
る
。
ま
た
「
は
た
お
り
べ
」
に
由
来
す
る
「
は
っ
と
り
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
○

表
記
形
で
あ
る
「
服
部
」
で
は
、
漢
字
「
部
」
が
虚
義
化
し
て
い
て
、
い
ず
れ

も
記
号
値
と
し
て
は
ゼ
ロ
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
「
偏
義
語
（
字
）
」
と

呼
ぶ
に
は
あ
ま
り
に
も
個
別
的
で
偶
発
的
な
例
で
あ
る
が
、
偏
義
を
広
く
解
す

る
と
き
は
考
察
の
射
程
に
入
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
な
お
、
こ
こ
に
『
大
一
言
海
』
『
新
明
解
国
語
辞
典
』
な
ど
に
立
項
さ
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

る
「
帯
説
」
に
触
れ
て
お
こ
う
。
『
大
言
海
』
の
「
帯
説
」
の
項
に
は
、
「
與

奪
」
「
緩
急
」
「
國
家
」
な
ど
の
語
に
お
け
る
奪
・
緩
・
家
な
ど
の
こ
と
と
の
説

明
が
あ
り
、
ヨ
・
キ
フ
・
コ
ク
の
音
の
多
き
に
因
り
て
こ
れ
ら
の
字
を
附
す
と

あ
り
、
帯
説
の
発
生
あ
る
い
は
機
能
に
つ
い
て
も
説
明
し
て
い
る
。
「
帯
説
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
一
一

な
る
術
語
の
典
拠
出
所
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
記
載
内
容
か
ら
「
附
帯
せ
ら

れ
た
る
説
明
」
と
い
う
趣
旨
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
『
大
言
海
』
な
ど
の
い
う

「
帯
説
」
は
虚
義
化
し
た
陪
襯
成
分
を
指
し
て
お
り
、
上
に
論
じ
て
き
た
「
偏

義
語
」
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
偏
義
語
に
偏
義
性
を
付
与
す
る
、
記
号
値
を
失

っ
た
成
分
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
偏
義
語
が
漢
語
の
中
に
存
在
し
、
そ
の
偏
義
語
の
存
在
が
中
国
語
学
者
に
よ

っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
偶
然
の
こ
と
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

中
国
語
（
１
１
漢
語
）
の
語
形
の
短
小
性
と
、
並
列
構
造
の
複
合
法
の
生
産
性
と

が
、
二
項
成
分
か
ら
成
る
大
量
の
複
合
語
を
産
出
し
、
ま
た
語
形
の
短
小
性
が

陪
襯
（
引
き
立
て
）
成
分
を
自
然
に
求
め
る
傾
向
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
条
件

に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
形
態
素
個
々
が
単
漢
字
に
よ
っ
て
規

則
的
に
文
字
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
虚
義
化
の
事
実
に
っ
い
て
も
研
究
者
の

発
見
や
認
識
を
促
し
や
す
か
っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
０

　
和
語
と
外
来
語
の
世
界
に
狭
義
の
「
偏
義
語
」
の
見
当
た
ら
な
い
の
は
、
漢

語
の
造
語
成
分
や
造
語
法
・
表
記
シ
ス
テ
ム
と
の
相
違
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
の

で
あ
る
。

注
¢
回
タ
竹
夙
主
錦
『
汲
沼
大
洞
典
』
（
汲
沼
大
洞
典
出
版
社
　
一
九
八
九
年
上
海
）

　
に
は
「
多
少
」
に
、
０
指
数
量
的
大
小
。
　
沈
多
、
許
多
。
＠
沈
少
、
少
許
。
＠
几

　
何
、
若
干
。
な
ど
七
項
目
の
語
義
を
挙
げ
て
い
る
。



　　　¢　　＠ 　
用
例
の
語
義
の
決
定
に
っ
い
て
は
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
そ
の
他
の
辞
書
、
お
よ

び
『
日
本
古
典
文
學
大
系
』
の
頭
注
等
を
参
照
し
た
。

　
現
代
語
の
辞
書
に
は
「
多
少
」
の
語
義
を
名
詞
と
副
詞
に
分
け
、
後
者
に
「
い
く

ら
か
。
少
し
、
少
々
。
」
の
如
く
記
述
す
る
も
の
が
多
い
。
『
広
辞
苑
』
『
新
潮
国
語

辞
典
』
『
新
撰
国
語
辞
典
』
『
講
談
杜
国
語
辞
典
』
『
学
研
国
語
大
辞
典
』
『
大
辞
林
』

『
例
解
新
国
語
辞
典
』
『
福
武
国
語
辞
典
』
な
ど
で
あ
る
。
『
三
省
堂
国
語
辞
典
』
は

「
二
一
副
）
ち
ょ
っ
と
。
」
と
記
し
、
『
詳
解
国
語
辞
典
』
は
「
二
一
副
一
そ
れ
ほ
ど

多
く
は
な
い
が
少
し
は
あ
る
さ
ま
。
い
く
ら
か
。
」
と
記
し
、
『
新
明
解
国
語
辞
典
』

は
「
二
（
副
一
い
く
ら
か
。
〔
文
脈
に
よ
っ
て
「
少
し
」
の
意
味
に
も
「
か
な
り
」

の
意
味
に
も
使
わ
れ
る
〕
」
と
記
し
て
い
る
。

　
『
新
撰
国
語
辞
典
』
は
「
一
一
名
一
　
〔
文
章
語
〕
一
漢
文
で
一
多
い
こ
と
。
」
と

記
し
、
語
義
Ｂ
に
っ
い
て
で
は
あ
る
が
、
「
多
少
」
の
位
相
に
関
す
る
注
記
を
施
し

て
い
て
注
目
さ
れ
る
。

　
中
国
垣
言
学
大
辞
典
錦
纂
委
一
囚
会
　
江
西
教
育
出
版
社
　
一
九
八
九
年
　
南
昌
。

　
中
国
杜
会
科
学
出
版
杜
　
一
九
八
一
年
　
北
京
。

　
こ
の
よ
う
な
多
義
語
の
中
に
は
声
調
を
分
化
さ
せ
て
い
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。

　
『
広
漢
和
辞
典
』
等
に
よ
る
。

　
『
学
研
漢
和
大
字
典
』
『
字
義
字
訓
辞
典
』
一
角
川
小
辞
典
４
一
等
に
よ
る
。

　
『
大
言
海
』
に
は
次
の
如
く
記
さ
れ
て
い
る
。

　
た
い
せ
つ
一
名
一
副
　
譲
ル
コ
ト
ヲ
與
奪
、
急
ナ
ル
コ
ト
ヲ
緩
急
、
馳
ノ
コ

　
　
ト
ヲ
國
家
ト
云
ヒ
テ
、
其
奪
、
緩
、
家
ナ
ド
ノ
コ
ト
。
コ
レ
ハ
よ
ト
云
ヒ
、
き

　
　
ふ
ト
云
ヒ
、
こ
く
ト
云
フ
音
ノ
多
キ
ニ
因
リ
テ
、
與
奪
ノ
與
、
緩
急
ノ
急
、
國

　
　
家
ノ
國
ト
云
フ
意
ナ
ル
ナ
リ
。
（
か
ね
、
金
山
。
六
み
ち
、
径
路
。
く
さ
、
草

　
　
子
。
ほ
烹
ヨ
、
輔
助
。
つ
ま
、
妻
子
。
ほ
ら
ん
ぐ
、
虎
狼
ノ
類
一
宇
津
保
物
語
、

　
　
俊
蔭
畑
十
「
岩
木
ノ
皮
ヲ
着
モ
ノ
ト
シ
」
易
経
、
繋
辞
、
上
篇
「
潤
レ
之
以
二
風

　
　
雨
一
」
一
コ
ノ
岩
、
風
も
帯
説
ナ
リ
一

　
な
お
、
『
大
言
海
』
に
「
帯
説
」
の
項
の
あ
る
こ
と
は
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研

究
所
の
森
賀
一
恵
さ
ん
の
ご
教
示
に
よ
る
。

　
英
語
の
、
、
げ
易
．
．
は
元
来
ラ
テ
ン
語
の
屈
折
語
尾
で
あ
っ
て
、
も
と
は
「
公
共
ノ
」

を
意
味
し
た
．
、
◎
昌
目
亭
易
二
と
い
う
語
の
一
部
で
あ
る
。
こ
の
、
．
◎
冒
■
亭
易
二
自
体
が

修
飾
す
べ
き
名
詞
「
馬
車
・
く
る
ま
」
が
省
略
さ
れ
た
あ
と
、
名
詞
の
語
義
を
吸
収

し
て
し
ま
っ
て
「
公
共
の
乗
物
」
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

、
．
げ
豪
．
．
は
日
本
語
の
格
助
詞
「
ノ
」
に
相
当
す
る
と
い
う
の
が
原
姿
で
あ
る
。
ま
た

「
桃
」
を
意
味
す
る
、
．
Ｏ
窒
｝
，
．
は
も
と
「
ペ
ル
シ
ア
の
」
を
意
味
し
た
ラ
テ
ン
語
の

．
．
潟
色
８
，
、
に
由
来
す
る
語
で
、
こ
の
語
の
あ
と
に
存
在
し
た
、
、
君
昌
目
昌
、
、
一
リ
ン
ゴ
、

原
義
は
果
実
）
が
省
略
さ
れ
て
、
ひ
と
り
歩
き
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

「
ペ
ル
シ
ア
の
リ
ン
ゴ
」
↓
「
ペ
ル
シ
ア
の
」
↓
「
桃
」
と
い
う
推
移
を
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
語
形
と
語
義
に
わ
た
る
変
化
を
経
て
、
結
果
と
し
て
偏
義
的
に
な
っ
て

い
る
例
が
存
在
す
る
が
、
漢
語
の
偏
義
語
の
条
件
を
充
た
す
語
例
は
な
い
よ
う
で
あ

る
。
虚
義
化
し
た
形
態
素
を
と
ど
め
て
い
な
い
点
で
、
性
質
を
異
に
す
る
わ
け
で
あ

る
。

偏
義
語
考

三
二
三
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